
 

資資金金調調達達及及びび設設備備投投資資のの見見込込みみをを記記載載ししたた書書類類  

（令和７年 4月 1日から令和８年 3月 31日まで） 

 

 

(1) 資金調達の見込みについて 

 令和７年度中に資金調達予定はありません。 

 

(2) 設備投資の見込みについて 

 令和７年度中に設備投資予定はありません。 

 

 

 

名 誉 会 員 推 挙 
 

鈴 木 基 行  殿  

  現  職   東北大学名誉教授，オリエンタル白石㈱ 技術顧問 

  略  歴   1977年3月 東北大学大学院工学研究科土木工学専攻 修了 

1978年4月 東北大学工学部 助手 

1989年4月 東北大学工学部 助教授 

1994年4月 建設省土木研究所 地震防災部耐震研究室 主任研究員 

1997年4月 東北大学大学院工学研究科 教授 

2016年3月 東北大学 定年退職，同名誉教授 

  本工学会歴  正会員（1999年11月より現在に至る） 

橋脚ＰＣ構造研究委員会，ＰＣ技術規準委員会ＰＣ容器作製委員会 委員を歴任 

主な表彰歴  1989年,1998年 土木学会賞吉田賞（論文部門）受賞 

1999年 日本コンクリート工学会賞（論文賞）受賞 

2001年 日本コンクリート工学会賞（技術賞）受賞 

2006年 日本コンクリート工学会賞（功労賞）受賞 

2016年 土木学会賞吉田賞（研究業績部門）受賞 

2020年 土木学会賞功績賞受賞 

主な業績   土木学会コンクリート委員会常任委員会委員、土木学会構造工学委員会委員長，

日本コンクリート工学会理事などを歴任，東北地方太平洋沖地震に際して，東日

本大震災の被害状況の調査，被害を受けた構造物の復旧・復興やインフラ整備の

あり方への提言，震災に備えたインフラ整備計画の重要性の認識の普及に尽力し，

コンクリート工学，ＰＣ工学の発展に貢献 

 

 

椿   龍 哉  殿  

  現  職   横浜国立大学名誉教授 

  略  歴   1975年3月 東京大学工学部土木工学科卒業 

1980年6月 米国ノースウェスタン大学大学院博士課程修了，Ph.D 

1980年10月 横浜国立大学工学部土木工学科 専任講師 

1986年4月 横浜国立大学工学部 助教授 

1997年4月 横浜国立大学工学部 教授 

2018年3月 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 定年退職，同名誉

教授 

  本工学会歴  正会員（1984年4月より現在に至る） 

ＰＣ技術規準研究委員会吊床版橋分科会長，ＰＣ技士試験問題小委員会委員長，

ＰＣ技士委員会，ＰＣ技術規準委員会 委員を歴任 

主な業績   土木学会，日本コンクリート工学会，国際材料構造試験研究機関連合等の国内外

の学会においてコンクリート材料・コンクリート構造に関する各種研究委員会活

動に参画し，技術と学術の発展および社会への実装に貢献，特にコンクリートの

クリープ，収縮に関する研究では我が国の国際的な地位向上に貢献，ＰＣ技士資

格制度の設立当初より参画し，我が国のＰＣ技術者の技術力向上および本工学会

の資格事業の安定的運営と社会への定着に貢献，永年に亘り土木工学，コンクリ

ート工学に関する研究，教育に従事，この分野の学術研究の発展，人材育成に寄

与，本工学会の運営発展とＰＣ技術の普及に貢献 
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西 尾 浩 志  殿  

現  職   株式会社 安部日鋼工業 相談役 

  略  歴   1980年3月 東北大学大学院工学研究科土木工学専攻 修了 

1980年4月 ㈱安部工業所（現㈱安部日鋼工業）入社 

1995年11月 同社 取締役 技術本部副本部長兼技術部長 

2002年9月 同社 常務取締役 東京支店長 

2006年10月 同社 常務取締役 技術本部長 

2010年10月 同社 専務取締役 技術工務統括 

2016年10月 同社 副社長 

2020年10月 同社 代表取締役副社長 

2023年10月 同社 相談役 

  本工学会歴  正会員（1988年4月より現在に至る） 

監事（2015年～2019年），ＰＣ技術規準委員会，ＰＣシンポジウム実行委員会，Ｐ

Ｃアーカイブス委員会 委員を歴任 

主な表彰歴  2007年 プレストレストコンクリート技術協会賞（施工技術部門）受賞 

主な業績   ＰＣ技術の発展と普及に貢献（ＰＣ橋のプレキャスト化，高耐久化，スパンバイ

スパン架設工法の普及），高炉スラグ微粉末を用いた高耐久性ＰＣ構造物研究会

会長，世界最大規模のＵＦＣを用いたＰＣ下路式歩道橋の施工，(一社)プレスト

レスト・コンクリート建設業協会 理事･副会長･技術委員長を歴任，本工学会の運

営発展に貢献 

 

 

西 山 峰 広  殿  

  現  職   一般財団法人 日本建築総合試験所 副理事長 

  略  歴   1984年3月 京都大学大学院工学研究科修士課程建築学第二専攻 修了 

1988年3月 同 博士後期課程建築学第二専攻 単位取得退学 

1988年4月 京都大学工学部 助手 

1998年1月 京都大学工学研究科 助教授 

2009年1月 京都大学工学研究科 教授 

2025年3月 京都大学 定年退職，同名誉教授 

2024年6月 一般財団法人 日本建築総合試験所 副理事長 

  本工学会歴  正会員（1986年4月より現在に至る） 

理事（2008年～現在），常務理事（2011年～2012年），副会長（2013年～2014年），

会長（2015年～2016年）。ＰＣシンポジウム実行委員会委員長，ＰＣ工学会賞選考

委員会委員長，ＰＣ鋼材委員会委員長，ＰＣ技術規準委員会，ＰＣアーカイブス

委員会，コンクリート構造診断士委員会，国際委員会 委員を歴任 

主な表彰歴  1985年,2005年 プレストレストコンクリート技術協会賞（論文部門）受賞 

1992年 ニュージーランド地震工学学会 Otto Glogau Award受賞9 

1994年 日本建築学会奨励賞受賞 

2015年 日本コンクリート工学会賞功労賞 

主な業績   理事，各種常設委員会委員長，委員を歴任，アンボンドＰＣ部材の力学特性に関

する研究，ＰＣ建築物の耐震設計に関する研究，ＰＣ鋼材の高温時特性に関する

研究，ＰＣ部材の耐火性に関する研究，環境配慮型コンクリートの材料開発と構

造部材への適用および建築物に利用した際の二酸化炭素排出低減効果に関する

研究，本工学会の運営発展とＰＣ技術の普及に貢献 

（五十音順） 
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プレストレストコンクリート工学会賞 

 

 令和６年度（第52回）授賞は，論文賞1件，作品賞7件，技術開発賞該当なし，施工技術賞3件の

計11件である。 

 

○ 論文賞 

●  塩害環境下に設置されたＰＣ橋桁の 

外観・内部損傷調査と外部環境作用の実験     中 村 文 則  殿 

      （第33回プレストレストコンクリートの発展に    井 林   康  殿 

関するシンポジウム論文集）    小 川 晴 希  殿 

      下 村   匠   殿 

 

 

○ 作品賞 

（土木部門） 

●  北陸新幹線，大蔵余座高架橋 

  (独)鉄道建設・運輸施設整備支援機構 北陸新幹線建設局  殿 

 パシフィックコンサルタンツ㈱ 殿 

 三井住友・極東興和・道端特定建設工事共同企業体 殿 

 

●  双海橋 Ⅱ期線       西日本高速道路㈱ 四国支社  殿 

 ㈱エイト日本技術開発 殿 

 鹿島建設㈱・㈱富士ピー・エス特定建設工事共同企業体 殿 

 

 

（建築部門） 

●  川崎市役所本庁舎 川崎市 殿 

㈱久米設計  殿 

大成建設㈱ 横浜支店  殿 

ピーエス・コンストラクション㈱  殿 

 

●  ニコン 本社／イノベーションセンター ㈱ニコン 殿 

                ㈱三菱地所設計  殿 

㈱安藤・間  殿 

㈱建研  殿 

 

●  茨木市文化・子育て複合施設 おにクル 茨木市 殿 

                ㈱伊東豊雄建築設計事務所  殿 

                ㈱佐々木睦朗構造計画研究所  殿 

㈱竹中工務店  殿 
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●  鹿島市民文化ホール ＳＡＫＵＲＡＳ 鹿島市 殿 

                ナスカ一級建築士事務所  殿 

                (同)ＯＡＫ Ｐｌｕｓ  殿 

松尾建設㈱  殿 

中島建設㈱  殿 

髙木建設㈱  殿 

ピーエス・コンストラクション㈱  殿 

 

●  麻布台ヒルズ ガーデンプラザＣ 森ビル㈱［特定建築者］ 殿 

                ㈱日本設計  殿 

                清水建設㈱  殿 

㈱建研  殿 

 

 

○ 施工技術賞 

●  柱頭部の超急速施工法 中日本高速道路㈱  殿 

 三井住友建設㈱・極東興和㈱・ドーピー建設工業㈱ＪＶ 殿 

 

●  東西経済回廊整備計画パッケージ１ 

ジャイン・コーカレー橋建設事業 

    安藤ハザマ・ピーエス・コンストラクションＪＶ  殿 

 

●  新東名高速道路 大御神西跨道橋 他３橋 中日本高速道路㈱ 東京支社  殿 

（ＰＣ上部工）工事 ㈱大林組 殿 
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